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単一電子の室温検出と応用回路
～ 融通の利く回路を目指して ～

連絡先：西口克彦(Katsuhiko Nishiguchi)  knishi50@aecl.ntt.co.jp

微小トランジスタに流れる1つ1つの電子を正確に検出するナノス
ケール回路を利用して、超低消費電力を実現する新しい用途開拓を
目指します。

寸法縮小と動作条件の改良により単一電子の検出を常温で実証し
ました。ランダムなタイミングでトランジスタを流れる単一電子を高品
質な乱数に利用し、融通の利くパターン認識回路を実現しました。

単一電子のランダムな振る舞いを利用するので、高品質な乱数発生
を実現できるだけでなく、非常に小さな消費電力の回路が可能となり
ます。シリコンを使っているため、従来の素子と組み合わせることで
もLSIの高性能化が図れます。また、超微小信号を検出する高感度
センサーとしての利用も可能となります。
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ンの類似度に応じた電子
数が電子蓄積部に転送さ
れ、単電子検出素子で電
子 数 を カ ウ ン ト し ま す 。
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